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雑 纂

京都外科集談曾昭和10年3月例曾

3月20日午後6時三ドヨリ京大柴友舎館ニ於テ開催，雑誌抄誠＝三大イデ下記ノ臨床例報告及ビ松

本教授ノ特別講演アリ，盛舎デアツタ。

臨床例

腹部及腰部ニ於ケル康汎ナル皮庸壊死ノ1治験例 大阪北野病院 ｝ぇ 間 J’·~ F火

成汎ナルノH動制1判定ノ臨床的診断＝就テ ＇・3 型f 党

j邑 力日 生 出正

結緩性鵬鞘炎 Jl例 字 思f 党

淋疾性直腸狭窄旺E 房 同 隆 一

腎臓疾患ニ囚ル Derangementinterne 1/i: ノを 木 -il 孝

同名下官症ヲ件へル臓疾患ノ3fY1J 荒 木 討年 印Ii

j邑 力日 名古屋市民病 院 巽 ↑尊

骨折ノゴ附見血的療法ニ就テ 11 ifit 博

特別講演

Dermatosis praecancerosis f.L~ 寺文 授
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京都外科集談曾昭和10年4月例曾

4Fl20円午後7時 ヨリ京大熊友合館＝於テ開催， 下記 ノ臨床例報告アリ． 盛曾デアツタ。

臨床例

病的tクロナキシ＿，ノ臨床的観察共ー頑固筋

幼児＝現レタル巨大ナル腎臓腫蕩

しコクチグ ン寸静脈内注射療法ニヨリ
テ全治セル Septicopy長mieニ就テ

手術fili底置 トシテ ノ非しアル
カロイド性鎮痛剤ノ！悪用

多発性痛ノ 1伊11

官弾＝閥スル知見補遺
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大阪弘務病院
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/¥. rteriomesenterialer Duodenalvcrschluss 

脳下霊憧腫蕩摘出例

念性腹膜炎＝封スル Enterostomie,
Enter< isil'.mui< le明 tomie ＝＝－就テ

l叫村鍵 i台

吉岡久 ：［：

大阪弘済病院塚原 博士

第S回香川鯨外科集談禽

fV,｛利91f-ll月11日午後3時ヨリ高松市，三越＝テ開催ス。出席者25名。講演概要及氏名次ノ攻日

、
：；＿，－。

盲騰軸車車不遁痘ニ就テ )ji,~ 津 秀 附

J志者坂東字太郎 58車交 良夫 5,6日以来便秘，軽度ノ下腹痛ヲ訴へんガ昭和 91f7月4日夕食後ヨリ激甚

ナ＂ 腹痛， Ur,¥.吐，排便放庇粧絡，腹部膨滅，雷鳴等；急性Lイレ内ス 1 ノ症状ヲ黒シ7月li日来院Lエーテル1全

版＝テ手術セリ。盲腸ノ、嬰鬼頭大ユ膨滞シ総腸間膜ヲ有シ，其ノ：長径ヲ軸トシテ廻腸／；最下端ト共＝時~1・

／；針ト同方向＝約180度右旋セリ。既＝壊死ユ陥レルヲ以テ盲腸及廻腸下端切除シ腸吻合ヲ施シーさ史的＝

腺腔ヲ関ヅ。術後経過順調ユシテ：？5日＝シテ治癒退院セリ。

脊椎骨炎患者：£訴ユ税テ Jl臨床的観察 JU I京 l王英

脊椎骨炎患者38例ヲ診療シ，其鑓化株リナキ主訴ヲ大約 9型ニ分煩スノレ コ ト ヲ得タレバ葱ニ報t• ；ー シテ諸

先生／；御批剣ヲ仰干ダル次第ナリ。

第1型 t骨量f申展＝際シ患部痔痛ヲ訴フ x.:1% 

者~2司＇） 上骨量前後屈＝際シ患部居、部柊『自

ヲ訴フ

議；）if;'! 上骨霊前原日寺怠音~t-害補

第特＇！ 上慢運動時怠部柊:itfi

火傷J療漫ユ就テ

s. ：~% 

Hl.6°~ 

5.九%

目為九主！ 運動日寺患部痔涌（或ノ、倦怠感） 22.2'.'i'. 

第6型 安静日吉， 患部重匪感 :,:.3% 

：認可’！ J息苦E向1苦痛（或ノ、緊張感） l!l.4% 

第叫’l 向訴ナシ（聖書簡ヨリ脊柱ヲ叩干「

セラレ テ始メテ気附キ得ノレモノ） 11.1% 

松 村 幹克

火傷ニノ、特種療法ナ ク，従ーソテ種々ノ療法力ぜ提唱セラレ且施行セラ ル。此等ノ一般ェ ツキテ全身療法ト

局所療法ト＝分チテ主主ベタリ。其ノ大要ヲ一括シテ見ルトきたノ ~n シ。

I 全身療法 lf 局所療法

I. 終痛ヲ和ゲル鴛＝鎮痛麻酔剤ノ注射

、， 水分ノ補給 7充分ユナラシムルコト

強心剤注射

1. 1枚敏剤使用

2. 軟膏剤使用

：：． 1枚敏矧j或ノ、殺菌剤溶液君主法

第諸国日本外科畢曾綿曾

イ）1-総弘教授ヲ千y長 1・スル第36同日本外科事合組合ハ1よル4月1,'.!, 3日ノ3日聞東大工接部事rr誹

堂ニ於テ開舎。例年ノ：事ナガラ流石ノ大講堂モ立錐ノ絵地無 キ程多敢ノ出席者ニテ満サV加フ
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yレニ追加討論活躍＝行ハレ三日間トモ日程ヲ終ルハ午後6時ヲ過ギルノ盛況デアツタ。

曾長伊藤教授ハ寸刻モ底長席ヲ離レル事無ク， 3日間＝亙リ熱心＝演説ノ進行及ビ曾揚ノ統

制ヲ計ラレタ。

共同開催地ハ名古屋市．合長ハ粛藤異教授，宿題ハL外科領域＝於ケルレ線診断法寸デ，報告

者ハ下記ノ6題ニ就キ6氏ノ分権ト決定サレタ。

1.脳脊髄表面遺影術

l.血管及紳経撮影法

1.気管撮影法

1. 胃腸滑影法

1.騰遵撮影法

］.腎孟 線影 法

熊 大 東 陽 一教授

名 大 粛 藤 真 教授

東京密裏 佐雌清一郎教授

京大 藤 J兵修 一講師

九 大 赤岩森 八 郎教授
小 拓副手

東北大 杉 村 七 太郎教授

第36同日本外科皐曾線曾曾長伊藤弘教授ノ慰勢ヲ乗ネタノV

京大外科懇親曾開催

第36向日本外科書具合綿合舎長トシテ昨年以来4:年4月 1,2, ,3日ノ舎期ヲ了ヘルマデ，準備ニ

司合＝一方ナラヌ努力ヲ輩サレシ伊藤弘数民・＝封シ．京大外科教室員並ニ闘係者一同ソノ持ヲ

惰フノ意ヲ粂ネテノ恒例ニヨル京大外科懇親舎山鳥潟・磁部雨数畏ノ；護起ニテ5月5日保津川ード

リェ引キ績キ午後6時ヨリ嵐山温泉＝於テ開催。遠方ヨリ ノ出席者ヲモ加へテ綿人数約95名，

時宛モ初夏，山峡＝新緑映エ渓流ニ河鹿嶋 ク大堰川昨，駿雨一過＝翠轡愈と濃ク，出席者一同

ノ興趣jミイニ基幹リ慰持懇親ノ宴トシテ誠ニ好適，夜既ニ10時散合後千鳥ケ淵ヲ過ギル屋形船ニ

三々伍々名残ヲ惜ム聾ガ溢柔ナ水面ヲ揺曳シ綿々トシテ壷キサルノ情景デアツタ。

月刊雑誌 L日本循環器病皐1創刊

泰問ニ於テ古キハ既ニ:20数年ノ歴史ヲ有スルニ拘ラズ，本邦ニ於テハ必要ヲ叫パレナガラモ

最近マデ創立ノ遁ビ＝到ラナカツタ本邦内科按分科中 ノ循環器病製食ガ識者 ノ要望ノードエ本年

4月京大醤製部員下内科敬室内ニ創立サレ，同時ニ同名ノ月刊機闘蒜ガ護刊サレルニ到ツタ。

同誌ハ巻頭ノJニアル女riク業蹟ノ護表トイ フ一般機闘誌ニ共通スル使命 Jミ＝止ラズ，第一ニ

我園ニ於デ初メテ生レタル本分科ノ今後 ノ；護展及製合ヘノ貢献 トイフ若人 ノ苛J望 ト．第二＝従

来循環器疾患＝針シ比較的無閥心敬遠ノ習性ヲ有セシ寅地臨床署長ヲ劉象ト シテ臨床謀説及ピ新
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1.日識ノ紹介等＝忠、賞ナル臨床雑誌；タラントスル切ゴJトコノ二 ・ソノ特長 ア ル使命ヲ明カニ自慢シ

テ編輯サレテキル。今露lJ刊彼ヲ綴ク ＝惜裁ハ l¥:Jinisd1e ¥ ¥'ochenschriftニ倣ヒMkアー 1・＇紙二

段組ノしスマート1ニシテ要領ヲ得タル鰐裁， ［A］容ハ論j;Jj;欄」脈波拙語法1ニ5貝，原著8邸＝－：W九．

L動脈嬬寸 L循環器神経症’ノ：Ufiヨリナ Fレ講座欄及文献抄銭ヨリナル接合）民望欄ニ1511，雑纂 欄

L醤物E聖母~· ＼述.r北 ＝－ 5tiヲ夫主費シチヰル。）！日著欄＝於テハ 1 品交4t'i ヲ理想、トスルノ簡潔 1：北

・／賓現シテ居ル L 反シ，講 座 欄2r兵共各5fIヲ費シY._.I弓J

！十71)療t去1ナyレ綜；危抄主条ヲ争Hl'.t了2頁2ドニ；司：ツテ詳；主セル寸，夕リ，新シキ接術政表機閥タ yレノ使命ヲ

県ス ト共＝ 他ん7 クマラゴし ス ピー デ、イ ー ーlナ現在ノ寅t也！；私床家ヲ針~~ト スル事ヲ忘レテヰナイ：事

賞ハ本誌ノ＼I~ ？長ヲ約·kサセノレたナ ル特色デ‘アラウ。 ll刊ニ シデ舎費1q'.51員I.q1j会所ハ

；京都帝国大串留事部員下内手：l教室内 H本循環総病・事台。

必轟病原特ノ Lゴクチゲン 1ニ就テ

林直助↑尊寸－：ノ l：宰ス ノレ .t品1内一例究所＝チハ’t ：ド う~ ；志晶病原鱒Lコクチゲン1ヲ利MJ シテ！！Xハ t「i

療」二ニ或ハ7象防上ニ人併~： ：＝.使用 シ， ttt＝＝.示ス＝｝己／レ一定ノ炊！.／＇.：ヲ牧メ居 Pレコト ハ謬界ノ揺ニ鹿

賀スペキコトデア Fレ ガ，此際 しコ クチ今苅ンー1 ノ製法ェ閥シ 昭和10年川H日琵行 ノ閥阿曹耳rn~232

:;1.~ ＝－林ill[fl力・加藤敏郎両氏ノれニテ，kノ如キ:YN＜カーγyレ。

c.」コヲチゲシ1 注射

余等ノ製造セル芯虫病L タチ コ ゲン 1ナル モノ ノ、京大 ノ，！る潟数探／ L コクチゲン「製造ノ方式＝擁リ テ考~

シタモノナリ。元米む虫病原ノ、英ノ；純粋培養 ヲ角シ得ルコト；！，；タ不可能ナルヲ以テ同級段ノ方法 7其ノ儀

~朋スル能ノ、 T。 然JC エ，Z：虫病毒ノ、初メ淋巴腺店主 ビ＝日中臓 7 胃シ同時＝其ノ Jll竜脹 ヲ 米シ次 イ ヂ血液内＝モ

｛受人シ テ全身病 7起ス ハ臨床上明カナルノ E ナラ ズ亦類微鏡下＝於テモ常＝其~ニ病原ノ分布セルヲ設明

シi存ラル。余等ノ、此ノ ！！.占ヨリ シテi手虫病＝胃サレ担ル臓器官Pチ淋巴腺並ピ品目中隊ヲ摘出シテソレヲ鳥潟数

十受 ノ品目的ノ純粋段養ユ代)jj7-。従ツテ此i男数十受-Ji式トハ僻ス，レモ而iモ其／機器ヲ使用スヰガ汚其ノ製造法

ユ於テモ会ク荷量I）的ナリ（以下手f零）。

」コクヂゲン1ヲ沙！/I＇，スノレニ ハ必スシモ仰l繭純培養 1/f~ 政材n ト鵠 スノ必袋無ク 司 ソノ細菌カ

J器 ＇A~ ：－ テキル組織或ハjt：ノ制II官、iカツ「イ1サレテヰル組織液（』tVI・等） ・＇煮沸浸出液ヲ 使HJシテモ可

ナルコトハ銃＝特許明利II書ニモ記枇サレチ居 リ， J 担ゾ〈然:j.'.:f病原惜ノI..コクチゲン－，（中川三朗・

山岳慌男論文）Ht；病原惜しコクチゲン「（rj1村正雄l論文t等ニテ十分明ド1ナJレ所デ：・7Jレ。

悲品約l束縛ノしコ クチ ザン「ヲ製/1'，ス ル エシテモ畏初林正（U)J助教J安カ・・11/f"'J'i'.生ヲ京大ゲト判例’主主

＝減it シテ， ！製1＋•，方法ノ r.z 〆i ：： ーノ 荷ヒタ＇~モノデアル。 ／i、円 ニ 及 ンヂ所l記ノ／111 ク烏i勾教段ノ研究

結出ャ~I_：ノ教示ニチ1J· シチ糟ヲた シタ んすを夫ヲ iJ~ チ ス yレノハ柳カ宍＝服ノ ！事ヲ／（；：起サセルモノヂア

。
’レー

白鳥;F.j数日ノt-:-t術的発点ニ針スル！づii：ノ如キiUnャ111~11噂ハ店、議シテ之 7Xi~テ シタモノトハ考へ
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ラレ又o w，立＇＂包識ノ不足カラぅ！＜：テキルコトデアロウ。白ニ ~·~K!J－ レ子 ~t- Iレ事賞ヲイサl¥Jニシテ自

家一身ノ放利＝ノミ念ケコトノ事，＇.i-!-1-!:デア u ウ。

多数ノ：者ノ rj-1 エハLコクチゲン「ハj誠氏 t'i/史子点:-i~ll ス IL Jヂアルガ， 自うFノハ端氏801主ノ力！11:-I¥

Yアルトカ，或ハ端氏 110J支デアペトカ巾シ，・，：テ， ゾレヲ術創的戸、ア IL. ト 1次配：シタ イ－1月一モア＇~

ラシイ 2

併シlコクチゲン寸ノ製，＇－ Hハ加熱ニノミハ限ラレテ肘ラヌ 0 .¥. fl1f!＇日.iJ.tデごを，紫外糾ll(i射デ－£：＇

ゾレニヨリテL { ムベチン「カ＇＇ (Jltl;jlリ『レチ抗原能働｝JカiJ：昇シチヰルナラノ＼ ソレハMレモ・・＋r

ニLゴクチゲン「デアル。 ._Ill界＝於ケ ll可憐ナJレ fl,~~il創者百ノ嬬ニ l下ナガラーワ：， Y 附加シテ置ケ。

曾 員
一 一一一一一~ －－ －

入

東京市i定僑｜孟柏木東京惨事｜付属淀矯病院外科

動静

曾

大阪府三烏郡高槻町大阪高等替担軽嘉門事校外科原教室

踊岡県果、折尾町外頃未日本炭鎖中央病院外科

秋岡車五千鹿郡鏡子町平成醤療組合病院

秋岡燃平鹿郡横手町1fi庇留療組合病院

f'葉市千葉留科大事瀬尾外科教室

東京市溢谷区宮代町同本赤十字病院陰山外科

東京市豊島医目白町3f目白リ7

東京市麹町広富士見町2ノ：：1／；；東京響察病院

東京市浅草区問中Plfl70 

東京市本所医向島詩地問Jl山

！東京市神間医殴河長日本大事病院

東京市日本橋区茅場回1・2ノH宵川病院内

茨城県妥結減町2!)/!)

東京市長iJ反匝中延岡f591

京都帝大皆察部外科感教室
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同

同
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